
本日の留意点！

•今井さんのご要請（たぶん）：

•SusHi Tech Tokyoのこと

•リスクや資産運用、外資系企業での経験など

•前回の講演を拝聴して：

•同期を10名確保！、時間内に、収める．．．！

•参加者の年齢７５歳（±10歳）！



本日の要点！

• SusHi Tech Tokyo：
　　国境を超えた新技術のコラボ　「次へ」

•昭和のアマノジャクの無謀な選択、「しくじり先生の教訓譚」
　　昭和、平成のチャレンジから、令和の「次へ」

•無謀な選択の果てに得たもの：
• 多様な価値観への理解と対応力
• 自分で選択、判断する力
• 組織のもつ危うさ、リスク、見抜く力
• 自分の身を自分で守る術＝リスク管理



東京六稜倶楽部 　令和6年10月定例会

 二級FP技能士/宅地建物取引士/経営学修士　

90期　河野次郎

2024年10月16日 11:30-12:45（11:35-12:30）

資産運用と
　リスク＆コンプライアンス



　講師のプロフィール

● 大手外資系銀行で、資産管理業務およびシステム開発担当として信託銀行設立プ
ロジェクトに従事、その投資顧問、投資信託等の資産運用会社にて、業務開発、業
務管理、リスク管理、コンプライアンス、コーポレートガバナンス等を広く担当し、金
融規制、経営管理に精通。運用会社、上場不動産会社にて役員として内部統制シ
ステムの構築等の経営管理に関与。

● 現在は、ファイナンシャル・プランニング、リスク管理を中心にコンサルティング業務
を個人事業として行っている。

● 保有資格等
● 経営学修士、宅地建物取引士
● 第一種証券外務員、第二種証券外務員、内部管理責任者
● ２級ファイナンシャル・プランニング技能士





　現代金融史のはざまで
　　昭和、平成を振り返って、今を見直そう！

●講演要旨：

　1980年代から90年代の資産バブルとその後始末、2000年以降は、以前から進めら
れてきた日本金融市場の開放と金融制度改革、リーマンショックをはじめとする金融
危機や年金運用財産消失などの不祥事など、１２の外資系資産運用会社の現場で、
業務開発またはコンプライアンス担当として経験したこと、そしてそのなかで学んだこ
とや感じたことを、みなさまとご共有できればと思っています。

　外資系の会社で働くということ、転職をする（12社を経験）ということ、自分自身のラ
イフマネジメントを行うということ、証券投資や資産運用をするということ、など、資産バ
ブル期とそれ以降の資産運用業界の変遷を振り返りながら、自分の経験を交えてお
話しさせていただきたいと思います。



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



はじめに　＜SusHi Tech Tokyo＞

•SusHi Tech Tokyo （東京都の国際的イベント）

      　 (Sustainable High City Tech Tokyo)
　　　　　2024年5月15日～16日

•国内外のスタートアップを集めてコラボの場













NPB　外国人助っ人
ウォーレン・クロマティ(1984-1990)

ランディ・バース(1983-1988)

MLB　チャレンジ
野茂英雄(1995年)

憧れるのはやめましょう！
大谷翔平(2023年)

山本由伸、吉田正尚、大谷翔平、ダルビッシュ、鈴木誠也
（2024年）



レッド・サン(1971年)
チャールズ・ブロンソン

アラン・ドロン
三船敏郎

ラストサムライ(2003年）
トム・クルーズ

渡辺謙/真田広之

SHOGUN 将軍(2024年)
エミー賞

真田広之/浅野忠信/二階堂ふみ



時代は．．．．次へ

世界で、「普通に」活躍



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



1982年～1995年（13年）

激動の昭和バブ
ル



職歴と金融年表（１）
主な職歴
• 1982年 シティバンク東京財務システム開発

• 1985年 シティバンク東京為替資金証券管理

• 1986年 シティトラスト信託（資産運用）

• 1988年 英国研修

• 1990年 香港システム開発センター

• 1992年 シティトラスト信託　金融法人営業

• 1995年 クレディ・スイスグループへ初転職

　（野茂英雄　LAドジャーズ移籍！）

世界と金融市場の主な出来事
• 1983年 日米円ドル委員会　金融市場自由化

• 1985年 プラザ合意　スーパー301条
• 1986年 前川レポート、ウルグアイラウンド

• 1987年 株先50、ブラックマンデー

• 1989年 日米構造協議、ベルリンの壁崩壊

• 1990年日経平均最高値、外資系投信免許解禁　

• 1990年 イラクのクウェート侵攻　ドイツ統一

• 1992年 株価維持政策（PKO）発動

• 1992年 欧州通貨・ポンド危機

• 1994年 メキシコ通貨危機

• 1995年 阪神淡路大震災/サリン事件 1$=79円激動の昭和バブ
ル



1995年～2005年（10年）

　バブル崩壊とスキャンダル
　　　　と制度改革



職歴と金融年表（２）
主な職歴
• 1995年 クレディ・スイス信託/投信

• 1998年 ウォーバーグ・ピンカス投信出向

• 1999年 出向解除、クレディ・スイス退職

• 1999年 英プルーデンシャル現法設立

• 2001年 スカダ―・インベストメンツ

• 2002年 ドイツ銀行による吸収合併　退職

• 2002年 シティトラスト信託復帰リスク担当

• 2006年 業務停止、信託銀行免許返上決定

• 2006年 経営学修士（オンライン授業開始）

• 2006年 ラッセル・インベストメンツ／コンプライア
ンス・オフィサー

世界と金融市場の主な出来事
• 1995年 阪神淡路大震災/サリン事件 1$=79円
• 1996年 金融ビッグバンFFG発表

• 1997年 山一/三洋/北拓破綻/大蔵省不祥事

• 1998年 金融監督庁設置/投信窓販/LTCM破綻

• 1998年 ネット証券、ラップ口座解禁

• 1999年 株式委託売買手数料の完全自由化

• 2000年 投資信託の個別元本制の導入

• 2000年 年金運用を投資顧問会社へ解禁

• 2001年 金融商品の時価会計基準適用開始

• 2007年 金融商品取引法施行

バブル崩壊とスキャンダルと制度改革



失われた20年金融市場雌伏の時期

2005年～2019年（14年）



職歴と金融年表（３）
主な職歴
• 2005年 ラッセル　コンプライアンス

• 2006年 BGI信託　コンプライアンス

• 2007年 信託売却、BGI投資顧問へ移籍

• 2008年 ETF担当コンプライアンス

　　　　（証券リテール業務担当）

• 2008年 経営学修士　終了

• 2009年 ブラックロックによる買収

• 2010年 ソシエテ・ジェネラル信託(PB)
• 2012年 消えた年金財産によりSG信託行政処分

• 2013年 SG信託退職、SMBCによる買収

• 2015年 マニュライフ・アセット　コンプライアンス

• 2017年 メットライフ・アセット　コンプライアンス

• 2019年 メットライフ・アセット　定年退職

世界と金融市場の主な出来事
• 2007年 金融商品取引法施行

• 2007年 消えた年金記録問題、日本年金機構法

• 2008年 リーマンショック

• 2010年 日本年金機構発足（社会保険庁廃止）

• 2012年 AIJ投資顧問／消えた年金運用財産

• 2014年 NISA（少額投資非課税制度）発足

• 2017年 顧客本位の業務運営に関する原則公表

• 2023年 資産運用立国

失われた20年
金融市場雌伏の時

期



次
へ

2019年～　次へ
（　令和！  ）



職歴と金融年表（４）
主な職歴
• 2013年 株式会社ランドネット　監査役

• 2019年 ウェスタン・ユニオン　AML担当

• 2021年 アトム・キャピタル　取締役

• 2023年 東京都外国企業誘致　業務委託

• 2024年 鎌倉投信　業務委託

世界と金融市場の主な出来事
• 2014年 NISA（少額投資非課税制度）発足

• 2017年 顧客本位の業務運営に関する原則公表

• 2019年 新型コロナウィルス感染症

• 2022年 ロシアによるウクライナ侵攻

• 2023年 資産運用立国

• 2023年 ハマスによるイスラエル攻撃

• 2024年 新NISA（非課税枠の拡大と恒久化）

• 2024年 日経平均株価のバブル越え

次
へ



ちょっと休憩　11時40分？



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



コラム１：アマノジャクの無謀な選択
　　　　　　　　　アメリカの銀行
•人の行かない、東京の大学、人の行かない外国銀行

•人のやらない、システムの勝手開発

•最先端の、為替トレーディング決済業務へ異動

•最先端の、資産運用の信託銀行設立準備室へ異動

•証券取引・ポートフォリオ管理システムの勝手開発と管理業務

　　　　（飽きたので、同じ会社で次のチャレンジへ）

•金融法人営業へ　バブル崩壊の金融不況時の最悪の選択

　　　　（挫折、考え直して、別の会社でチャレンジ）

•管理業務のプロとして、シティトラスト信託の旧友の誘い

•資産運用の管理業務が、自分の居場所と決めた



コラム２：大切なことはここで学んだ
　　　　　　　　　アメリカの銀行
•合理的な研修プログラム； 簿記、プレゼン、チームビルド

•グローバルな研修地； マニラ、香港、シンガポール、英国

• Where are you going？Where are you now? How you get 
there?

（ロジカル・シンキング）

•自主性：自分で探して、やってみて、交渉、実績で居場所確保

•グローバルな人事異動；上司がいきなりアメリカ人

•邦銀文化の特異性：邦銀からの出向者や勘違いの転職者

•ドラスティックな組織変更；部門売却、部門縮小、原点回帰

•居場所の見つけ方？



ちょっと休憩　11時50分？



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



コラム３：転職すると言うこと

•実績からの自信と覚悟：信託システムと業務構築の

•経験者採用のニーズ：業界の変革と拡大による

•転職市場の創成期：市場の開放、外資参入

•外資系も終身雇用：当時の日本の慣行に準拠

•企業の社会生活支援の傘の外へ
•自己責任：就業条件、社会保険、自分年金、住宅ローン
•人生のリスク管理：FP取得、証券・マンション投資



コラム４：勘違いだらけの転職

•初めての転職　クレディ・スイスでのしくじり
•全部違う：会社のカルチャー、事業のサイズ、組織の構成等、

•新たに構築、確認：人間関係、既存ビジネスの立ち位置

•投信業務：既存の古いビジネスへの無謀なチャレンジ

•初めての経営職　英国プルーデンシャルでのしくじり
•法人設立と運用業免許の取得；初めての許認可申請

•取締役の役割と責任：ドリームチームは経営の素人

•本社の方針変更、生保事業の日本での買収と軸足の転換



ちょっと休憩　12時00分？



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用





コラム５：不祥事とコンプライアンス

•社会的背景
•コンプライアンス・リスクの認識の欠落
•収益優先の無理な拡大
•ガバナンス不在のバブルの後始末
•当局の監督体制と法の未整備
•コンプライアンス人材の不在
•経営陣と現地マネジメントの相互不理解

•経営陣と現地マネジメントの相互理解を目指して

＝＞経営学修士



コラム６：経営学修士

•動機１：外資系マネジメントの共通言語

•動機２：コンプライアンスへの職種転換

•人と組織を動かすための思考法
• ロジカル・シンキング 論理的に、MECEに
• クリティカル・シンキング 前提の根拠と結果の検証

• ストラテジック・シンキング

•経営の枠組：合理的なカリキュラムとプログラム
• 経営者倫理とコミュニケーション、異文化配慮事項、国と文化を超えた組織
行動、人材管理、国際法務、国際経済と金融、国別調査分析、事業計画と
マーケティング、サプライチェーン、会計財務の課題解決



ちょっと休憩　12時10分？



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用





コラム７：その後の転職事情

•前職の同僚の紹介：
•クレディ・スイス、シティトラスト、TFM、マニュライフ

•企業からの直接のスカウト：
•ウェスタン・ユニオン

•エージェントの紹介：
•プルーデンシャル、バークレイズ、UBAF、メトライフ
•スカダ―、ラッセル、ソシエテ・ジェネラル　　　　　　　　　　　　　



コラム８：外資系のジョブ型転職

•外部からの人材確保のため、明確な業務分掌の「ジョブ型」

（業界で共通するジョブスペックによる比較検討が可能）

•終身雇用・年功序列の「メンバーシップ型」

•「メンバーシップ採用の意識」のまま外資系へ転職者急増

•明確な業務分掌の無いまま、転職者を受け入れるリスク、転職する
リスク



コラム９：12回の転職で得たもの

•多様な価値観と複眼的な視野

•職務重視のプロ志向

•得意とする専門分野での幅広い経験と深い知識

•組織ごとに異なる個別事情と普遍性の区別

•チームとして戦った仲間との緩いネットワーク

•何処の組織でも短期間に対応できる柔軟性



ちょっと休憩　12時20分？



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



コラム10：企業経営のリスクと対応

•組織の目的 　 経営が言葉にする（例えば、事業の継続的拡大）

•リスク 　 組織の目的が達成できないこと

•リスクの変動要因 事業環境の変化　経済、市場（競争、商品等）

　 組織の目的、人、構造、規模の変化

　 法制度や規制環境、システム環境の変化

　 事業継続リスク　自然災害、システム障害、 　 （クライ
シス）　パンデミック、テロ紛争や戦争

•リスク評価と管理  個別リスクの把握、評価と対応、準備と行動



コラム11：人生のリスクと対応

•人生の目的 　 幸福を感じていられること（ウェルビーイング）

　　　　　　　　　心身の健康＋必要十分な資金＋社会との繋がり

•リスク 　 人生の目的が達成できないこと

•リスクの変動要因 生活環境の変化　家庭、仕事、地域や国

　 幸福感、心身の健康状態の変化

　 自然災害、火事、犯罪に巻き込まれる等

•リスク評価と管理  個別リスクの把握、評価と対応、準備と行動



ちょっと休憩　12時30分？



本日の内容

•はじめに：SusHi Tech Tokyo、時代は. . . .次へ

•現代金融史（激動の！）

•外資系（アメリカ系）企業で働くと言うこと

•初めての転職としくじり

•不祥事から、コンプライアンスへ転向

•その後の転職事情、ジョブ型転職と得たもの

•企業も個人もリスク管理

•まとめ：これからのライフ・プランと資産運用



コラム12：無謀な選択から得たもの

•専門性　資産運用業務とシステム開発、リスク管理

•オーナーシップ　仕事と人材は自分で考え、自分で調達

•論理思考と決断と行動　目的と条件、要件定義と工程表

•行動や思考のベースとしてのクリティカル・シンキング

•日本に住む日系の日本人の自覚（国際感覚の基本）

•マネジメント＆ガバナンス、リスク管理とコンプライアンス

•人生のリスクの自己責任と自己管理（の感覚）



コラム13：令和、次へ

•崩れつつあるメンバー型会社

•人生リスクの会社による終身保障から、自己管理へ

•会社の優先順位：社員オンリーから、社会貢献や株主へ

•横並び、数と勢いの昭和型から、独自の目標と戦略志向の令和型へ

•事業の流動化：スタートアップの出口、部門戦略見直し、事業承継

•令和の若者の意識の変化；最近の楽曲　個性、自己肯定など　

•転職市場：拡大と多様化



さて、本題。　
　　　　シニアのリスクとライフプラン

ウェルビーイングの実現：主観的幸福感を高める、 3つの人生資産。①健康な心と体、②必要十分なな資金、③
健全な人間関係と社会的なつながり。（第一生命経済研究所）



ウェルビーイングを実現するラ
イフデザイン
（第⼀⽣命経済研究所）

３つの⼈⽣資産
‧健康
‧お⾦
‧つながり
で⾼める
【主観的幸福感】



財産と生活資金の管理、認知症への備え、有効な遺言書の作
成、葬儀やお墓など、







Q＆
A


